
分析の⽅法 

事例 ハンバーガーショップの⽴地についての分析 

 

■仮説 

ハンバーガーショップは、⼈⼝の多い場所にあるはずだ 

 

■検証⽤データ 

統計 GIS（e-stat）の⼈⼝データ 

 

■検証 

市内⼈⼝の コロプレスマップ を作成（５クラス） 

 
 

■ショップと⼈⼝マップの位置関係で気づくこと 

・パッと⾒た感じでは、（                                ） 

・⼈⼝のクラス別にショップ数を確認 ⇒ （       ）と（       ）を空間結合 

⼈⼝クラス ショップ数 

0-500 33 

501-1000 32 

1001-2000 32 

2001-5000 8 

5001- 2 

 

ヒント︓属性検索 例えば「JINKO >0 AND JINKO <=500」で絞り、ショップ数のフィールドで

「統計情報」をみる 

・必ずしも・・・（              ）、むしろ・・・（           ） 



分析の⽅法 

■当初の仮説を検証 

・当初の仮説は、（居住⼈⼝の多寡とショップ⽴地の相関性は⾼くなく別の要因もありそうである） 

 

■第⼆の仮説 

・通勤・通学などの流動⼈⼝がハンバーガーショップ⽴地に影響を与えているかもしれない 

・ハンバーガーショップを利⽤する 性別・対象年齢 が限られているかもしれない 

 

■第⼆の仮説のためのデータ 

・仮説を確かめるのに必要なデータの中⾝は、・・・ 

 検証事項１ 鉄道駅（JR、地下鉄、私鉄、その他）バス停留所（各路線）の場所 

 検証事項２ 流動⼈⼝・居住⼈⼝のより詳しいデータ 

 

・どうやって⼿に⼊れる︖ 若しくは、何かのデータで代⽤できる︖ 

 公表されている統計書、公的なサイト上で提供されているデータ 

 専⾨機関から内部資料を直接⼊⼿ 

 ⾃ら直接調査（アンケート調査、街頭インタビュー等） 

 

・⼊⼿できるデータは・・・ 

 現時点で⼊⼿できるのは、国⼟数値情報ダウンロードサービス、e-stat 等 

 例えば、国⼟数値情報ダウンロードサービスでは、「駅」「線路」「バス停」・・・ 

 

■検証の⽅針 

・どんなストーリーを展開させればよいか︖ 

 

 

 

 

・マップ上で仮説を証明するのにどんな絵を作成すればよいか︖ 

 

 

 

 



分析の⽅法 

国⼟数値情報ダウンロードサービス 

 

データ名 原本の座標 原本のメタ座標 主なデータ内容 種別 

鉄道データ 未定義 JGD2000 / (B,L) 鉄道区間、駅 線 

鉄道時系列データ 未定義 JGD2000 / (B,L) 鉄道区間、駅 線、点

駅別乗降客数データ 未定義 JGD2000 / (B,L) 2013 年の駅別乗降客

数（⼈/⽇） 

線 

交通流動量パーソントリップ

発⽣・集中量データ 

未定義 JGD2000 / (B,L) 鉄道-出勤トリップ数 

鉄道-登校トリップ数 

⾯、線

 

 

■■ テクニック ■■ 

①クリップのテクニック 

 全国区のデータは広範囲にあるので、名古屋市の部分だけにする。その際、名古屋市のフィーチ

ャでクリップしないで、欲しいフィーチャよりやや⼤きいフィーチャをバッファで作成し、それで

クリップすると境界線からややはみ出した部分のデータがキープされる 

 

②交通流動量パーソントリップ発⽣・集中量データの扱い⽅ 

 例えば、「出勤トリップ数」を 30 クラス程度に数値分類し、○○⼈未満は「⾊なし」に設定して

みる。これを各段階で試してみて、⾊付きの場所と⾊なしの場所に出店しているハンバーガーショ

ップ数を調査する。 

⼈⼝クラス ショップ数 

0-1000 33 

1001-5000 32 

5001-10000 32 

10001-15000 8 

15001-20000 2 

20001-  

 


